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にしっかりと焦点を合わせていけるような研究を目指しました。それがコーパスの真価を生
かせる研究だと考えたからです。例えば，年次ごとの語種比率を示して，漢語の比率が減少
していく大きな流れを確かめた上で，その流れの先を行くように急速に使われなくなる漢語
や，流れに反してよく使われるようになる漢語を特定し，それらがなぜそのような動きをす
るのか，個々の用例に目を凝らして分析していきました。
3．明治後期以後の書き言葉の成立史の研究として
これまでの近代語の書き言葉の研究は，明治中期までの言文一致運動がどのように展開し
たかという観点での研究が盛んでした。しかし，書き言葉が現代のような形になっていく変
化は，明治後期になって大きく進みました。そして，明治後期以後の日本語を研究するには，
多種多様な資料に目を通す必要があったことで，研究の実施には多大な困難がありました。
ところが，多彩な執筆者によって書かれた，多様なジャンルの文章を収めた総合雑誌『太陽』
を対象にした『太陽コーパス』を用いることで，その困難を克服することができるようにな
りました。
この本では，例えば，口語形式の文末語を網羅的に見ることで，その主流が「であります」
から「である」に移行していく背景に，多様な文末辞を使い分けるようになる動きがあった
ことを明らかにしています。また，『太陽コーパス』全体に形態素解析を施したデータを集
計することで，語彙全体の中で，その位置を変えていく語を抽出し，周辺語化していく語と
基本語化していく語を特定し，近代的な語彙体系がどのように形成されていったかを解明し
ています。
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